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同窓生累計：28,469 名・含む物故会員
※2023 年 3月卒業生含む
・総合ビジネス科 862 名（ 8期）
・総合技術科 809 名（ 8期）
・商業科  6,668 名（92 期）
・情報処理科 2,539 名（39 期）
・国際経済科 756 名（21 期）
・機械科 5,574 名（92 期）

・電気科 5,593 名（92 期）
・化学科 3,081 名（92 期）
・定時制商業科 821 名（23 期）
・定時制機械科 1,009 名（32 期）
・定時制電気科 757 名（31 期）���

2025年同窓会
創設100周年に向けて

実行委員長　 三 田 　 博 士

　
こ
の
度
、

県
商
工
同

窓
会
創
設

１
０
０
周

年
実
行
委

員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
三
田
博
士

（
情
報
５
期
）
と
申
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
学
校
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
時
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影

響
で
記
念
式
典
は
１
年
遅
れ
の
実

施
で
動
画
配
信
と
な
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
祝
賀
会
は
残
念
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

２
０
２
５
年
11
月
に
同
窓
会
創

設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
一
同
に
会
し

た
行
事
が
で
き
る
よ
う
今
年
度
よ

り
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
こ
れ
か
ら
小
澤
会
長
を

は
じ
め
同
窓
会
役
員
（
同
窓
会
創

設
１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
）
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、

総
会
で
の
報
告
の
他
、
会
報
や
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

い
た
ら
な
い
事
も
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
同
窓
生
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
１
０
０

周
年
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
成
功
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
創
設
１
０
０
周

年
に
あ
た
り
、
今
年
度
よ
り
あ
ら

た
め
て
寄
付
金
の
募
集
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
付
金
募
集

　

２
０
２
０
年
、
母
校
の
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
寄
付
金
を

募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
多
数
の
寄
付
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
そ
の
時
の
寄
贈
品

と
し
て
会
報
「
雄
飛
１
２
１
号
」

で
も
ご
案
内
し
た
通
り
、「
組
み
立

て
式
観
覧
席
」
を
寄
贈
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５

年
）
に
同
窓
会
が
創
設
し
て
か

ら
２
０
２
５
年
で
同
窓
会
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま

す
。
母
校
も
美
立
橋
校
舎
に
移
転
し

て
か
ら
50
年
（
半
世
紀
）
以
上
経

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
つ
い
に
弘
明
寺
校
舎
時
代
の
年

数
を
超
え
ま
し
た
。

　

同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
設

立
趣
旨
「
同
窓
会
は
会
員
相
互
の

親
睦
と
発
展
を
は
か
り
、
ま
た
母
校

の
後
援
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
・・・
」

の
思
い
か
ら
も
、
こ
の
記
念
す
べ
き

１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
商
工
高

等
学
校
の
益
々
の
発
展
と
、
こ
れ
か

ら
１
５
０
年
、
２
０
０
年
と
新
た

な
歴
史
を
刻
ん
で
行
く
途
中
経
過

と
し
て
、
区
切
り
と
な
る
同
窓
会

１
０
０
周
年
を
記
念
と
し
た
足
跡

を
母
校
に
残
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

寄付金募集目標額1,000万円
募集要領：会報（雄飛）に同封されており
ます年会費振込用紙を利用しての振込。ま
たは、直接同窓会の銀行口座へ振込でお願
いします。

【銀行口座へのお振込み】
振込銀行　横浜銀行　二俣川支店
口座番号　普通　０１３１９９６
加入者名　神奈川県立商工高等学校同窓会

お振込みの際のご注意：振込ご依頼人氏名
欄に卒期（例：機 55）記載をお願いします。

（名簿との名寄せ情報として利用させてい
ただきます）
※ホームページでもご案内いたします。

何卒、ご協力をお願い申し上げます。
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同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年

　

記
念
事
業
に
向
け
て

同
窓
会
会
長
　
小
澤
芳
明

　

令
和
５
年
度
を
迎

え
日
頃
よ
り
、
同
窓

会
の
会
員
の
皆
様
に

は
本
校
の
教
育
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
２
類
か
ら
５
類
へ
の
移
行

を
受
け
て
、
教
育
活
動
も
コ
ロ
ナ
前
の
通

常
に
戻
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
着
用
は
個

人
の
判
断
と
し
、
手
指
消
毒
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。
２
学
期
は

学
校
行
事
が
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に

配
慮
し
な
が
ら
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
が
例
年

に
な
く
早
い
時
期
に
多
く
発
症
し
て
い
ま

す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
も
感
染
防
止
に

留
意
さ
れ
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、９
月
26
日（
火
）か
ら
29
日（
金
）

に
２
年
生
の
修
学
旅
行
（
青
森
・
函
館
）

が
３
泊
４
日
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

　

こ
の
度
、
同
窓
会

会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
小
澤
芳
明

（
電
気
51
期
）
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

前
任
の
長
谷
川
会
長
の
任
期
は
２
年
あ

り
ま
し
た
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
来
年
が

役
員
改
選
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
が
、
今

年
に
な
り
長
谷
川
会
長
が
病
気
で
療
養
と

な
り
、
会
長
職
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
と

い
う
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
本

年
４
月
15
日
の
幹
事
会
に
て
承
認
を
い
た

だ
き
、
急
遽
、
就
任
し
た
次
第
で
す
。
多

く
の
諸
先
輩
が
い
る
中
で
、
若
輩
者
で
恐

縮
で
す
が
会
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
状
況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

も
５
月
８
日
に
５
類
感
染
症
に
切
り
替
わ

り
、
規
制
緩
和
と
な
っ
て
お
り
、
海
外
か

ら
も
多
数
の
観
光
客
が
来
日
し
て
ま
す
。

　

同
窓
会
も
、
コ
ロ
ナ
期
間
中
は
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
規
模
縮
小
な
ど
、
行

事
に
制
約
を
設
け
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
前
の
規

模
で
開
催
す
る
予
定
で
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
表
題
に
も
掲
げ
ま
し
た
が
、

２
０
２
５
年
11
月
に
同
窓
会
（
雄
飛
会
）

例
年
10
月
の
下
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す

商
工
祭
は
、10
月
28
日
（
土
）、29
日
（
日
）

に
横
浜
市
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
横
浜STEAM

　

EXPO2023

」

の
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
産
業
教

育
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、
10
月

21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
の
２
日
間
一

般
公
開
で
実
施
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に

入
場
制
限
を
設
け
な
い
開
催
と
な
り
多

く
の
同
窓
生
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て

改
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
21
日
（
土
）
に

実
施
さ
れ
た
「
か
な
が
わ
校
歌
祭
」
と

重
な
っ
て
し
ま
い
、
校
内
関
係
者
が
参

加
で
き
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
忙
し
い
中
多
く
の
皆
さ
ん
に

主
催
者
側
と
し
て
商
工
祭
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
も
予
定
通

り
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド

の
照
明
設
備
の
追
加
工
事
を
今
年
度
中

に
行
い
、
商
工
坂
の
敷
地
側
フ
ェ
ン
ス

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ

も
今
年
度
中
に
取
り
換
え
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
来
年
度
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
照
明
設
備
を
新
た
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。

　

結
び
に
、
雄
飛
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

同
窓
会
１
０
０
周
年
を
始
め

　

来
年
度
に
向
け
て
の
新
会
長
の
会
員
総
会

令
和
５
年
度
会
員
総
会
開
催

　
新
会
長
の
下
で
ス
タ
ー
ト

　

令
和
５
年
度
会
員
総
会
が
、
６
月
17

日
（
土
）
横
浜
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
任
会
長
の
長
谷
川
泰
夫
氏
が
任
期

途
中
病
気
療
養
の
た
め
に
、
４
月
開
催

が
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
校

創
立
１
０
０
周
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
１
年

延
期
に
加
え
ビ
デ
オ
開
催
と
な
り
、
規
模

も
縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
同
窓
会

創
設
１
０
０
周
年
に
関
し
て
は
皆
さ
ん
と

共
に
お
祝
い
で
き
る
記
念
式
典
に
し
た
い

と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
委
員
と
し
ま
し
て
も
弘

明
寺
卒
業
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
多
く
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
事
実
が
ご
ざ
い
ま
す
。

正
直
言
っ
て
、
年
間
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
て
人
手
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

中
に
は
、
参
加
者
が
高
齢
化
を
迎
え
た
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
止
め
た
り
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
新
た
に
計
画
す
る
必
要
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
手
不
足
で
着
手

出
来
な
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
。
常
任
の

委
員
で
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
で
イ
ベ
ン
ト
に

の
幹
事
会
に
て
新
た
に
小
澤
副
会
長
（
電

気
51
期
）
が
会
長
に
選
出
さ
れ
た
事
の
報

告
が
あ
り
、
総
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
小
澤
会
長
か
ら
、
引
き
続
き
同

窓
会
の
発
展
と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
活

動
を
進
め
る
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
塩
原
校
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
幸
い
に
も
新
規
発
症
が
な
か
っ
た

報
告
と
、
体
育
館
の
耐
震
工
事
の
た
め
、

来
年
３
月
中
旬
ま
で
利
用
出
来
な
い
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
為
に
卒
業
式

を
県
立
音
楽
堂
で
行
う
と
の
事
で
し
た
。

電
話
：
0
4
5 - 

3
1
3
 - 

5
5
1
5

会
費
：
男
性
4
0
0
0
円

　
　
　

女
性
3
0
0
0
円

交
通
：
横
浜
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分

整
理
の
都
合
上
12
月
25
日
（
水
）
ま
で
に

F
A
X
・
葉
書
・
メ
ー
ル
等
で
卒
業
科
・

卒
業
年
度
又
は
期
を
お
忘
れ
な
く
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

感
染
防
止
と
学
校
行
事

第
21
代
校
長
　
塩
原
　
正
美

～
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
教
育
活
動
再
開
へ
～

ご
協
力
い
た
だ
け
る
だ
け
で
も
非
常
に
助

か
り
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
も
美
立
橋
卒

業
の
同
窓
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
も
っ
と
参
加

頂
け
る
よ
う
な
同
窓
会
を
目
指
し
て
活
動

を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

同
窓
会
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
議
案
書
の
議
事
に
沿
っ
て
進

め
ら
れ
、
令
和
４
年
度
会
務
報
告
、
収

支
決
算
報
告
及
び
令
和
５
年
度
会
務
運

営
計
画
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
中
で
は
、
前
年
の
母
校
１
０
０

周
年
に
続
い
て
令
和
７
年
に
は
同
窓
会

創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、
今
年

度
中
に
同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
幹
事
会
を
中
心

に
記
念
事
業
の
検
討
と
記
念
事
業
資
金

の
寄
付
金
等
の
活
動
提
案
が
さ
れ
、
承

 

新
年
懇
親
の
集
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
新

年
の
集
い
、「
第
30
回
新
年
懇
親
の
集
い
」

を
以
下
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
創
設
１
０
０
年
の
準
備
す
る

年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
多
数
の
会
員
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
在
学
当
時

の
思
い
出
話
等
の
懇
親
の
場
と
し
て
下

さ
い
。

記

日
時
：
令
和
６
年
１
月
13
日
（
土
）

　
　
　

12
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　
（
13
時
開
会
）

会
場
：
Y
B
S
南
幸
ビ
ル
９
F
ホ
ー
ル

　
　
　

横
浜
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

住
所
：
横
浜
市
西
区
南
幸
２ -

15-

20

　
　
　

Y
B
S
南
幸
ビ
ル

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
役
員
選
任
の
提
案
が
あ
り
、
４

名
の
幹
事
退
任
、
監
査
役
１
名
新
任
及

び
、
幹
事
２
名
の
新
任
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
会
場
の
都
合
で
、
食
事
を
し

な
が
ら
の
総
会
進
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

熱
心
な
討
議
に
終
始
し
議
案
提
案
の
補

強
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
、
小
澤
新
会
長
の
下
、
幹
事
、

会
員
の
力
を
合
わ
せ
て
同
窓
会
の
飛
躍

と
、
来
る
同
窓
会
１
０
０
周
年
記
念
事
業

成
功
を
誓
っ
て
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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39 長田　　功

39 滝口　昌久

40 久保寺　一

44 榎本　孝一

46 常盤　　勇

48 立岩　　稔

49 浦野　一郎

51 佐野　　正

51 下平　　茂

51 薗田　勝幸

58 長谷川達也

80 白鳥　健太

化学 32 西関　　武

33 鈴木　一郎

40 鈴木　　勉

44 三橋　保男

45 高橋　　保

46 吉田　澄子

52 石綿　良子

53 林田　典子

55 瀧野瀬龍代

68 露木　俊徳

69 多賀　涼子
情報
処理 3 風間　好美

11 小嶋　聖子

16 大泉　弘治

定商業 4 星田　一雄

定機械 14 川崎　節雄

15 橋本　光司

43 安倍　順美 4 1

43 福本　昌矩 2

45 中山　源七 2

45 二見　義広 2

45 下里眞佐子 4

47 中川 千恵子 2

49 加藤 千枝子 2

50 遠藤　秀予 2 3

52 東　　美雪 2

54 片山英実子 2

59 片岡　民江 6 1

59 笹岡　和美 2 1

62 野田　晴美 2 1

63 福原　正和 2 1

66 服部　順子 2

総合技術

辻　登志希 3

併設中学卒

S1 友井　吉男 4 1

機械科

29 柴田　孝雄 2 1

30 新　　諭吉 1

31 岩田友三郎 2

31 片岡　敬司 2 1

31 丸山　逸郎 2

32 黒川　龍雄 5

33 長島　英二 2

33 仁田　英治 2 1

33 文殊川　清 3

34 小林　賢次 2

34 佐々木孝光 2

35 井藤　　亘 2

35 岡田　　弘 2 1

36 斎藤　　滋 2

36 永嶋　嗣生 2

37 相川　武久 2

37 富田　　実 2

37 溝口　克彦 2

37 長谷川資夫 6

38 柏倉　康夫 10

38 木村　義和 4 1

38 平戸　英雄 2

38 松本　勇治 2

38 山ノ井英雄 2

38 栗原　秀隆 2

38 松井　久善 2

39 紙透　敏夫 2 1

39 菅沼　靖夫 1

40 小島　　忠 2 3

41 髙橋　勝平 5

42 宮ノ原隆雄 2 

43 大八木光博 2 1

44 小島　信夫 1

44 瀬戸　利夫 1

45 佐藤　洋一 2 1

46 天野　隆司 2

46 碓井　好美 3

47 井脇　雅彦 1

48 広瀬　純一 2

49 長澤　猛志 2

51 笠原  　清 2 1

51 古屋　健司 1

57 阿部　信市 2

62 坂本　光男 2 1

67 川島　一男 2 3

79 三村　哲也 2 1

電気科

21 御園生芳之 2

27 安田　文男 2 1

28 関根　光和 5

28 井上 準之助 10

28 小川喜一郎 2 1

9 堀坂　和夫 2

31 斉藤　高一 5

32 北見　孝昭 2 1

32 深津　芳夫 2 1

33 荒井　　弘 3

33 藤沢　　甫　 5

33 服部　輝男 2

34 巴　　佼吉 4

34 寺家村龍一 4 1

35 鈴木　伸治 4

36 栗原　悦郎 4

36 田辺　恵司 1

37 中嶋　　弘 5

38 齋藤　　力 4

38 花田　曠嗣 2

39 斉藤　昭敏 2

39 中嶋　文彦 3

40 吉浜　佳男 2 1

41 今橋　紘隆 2 1

41 守　健一郎 2

41 八木　一男 2

41 田中　義隆 3

43 富田　　博 2

43 渡辺喜代志 2 1

44 中丸　幹雄 2

45 金野　光郎 3

48 岩崎　修次 4

49 広瀬　治親 2 

50 小林　　晃 10

51 小沢　芳明 2 2

51 石川　洋子 2

51 岩本　匡二 2

53 大野　信夫 3

58 大河内　誠 2

66 佐藤　博和 1

化学科

29 望月　重男 10

31 小島　恒明 2

32 寺田　義夫 2

35 政木　信幸 10

38 石井　利和 2

38 潮田　勝義 2 2

38 峯岸　祥介 2

39 越前谷芳隆 50

39 末吉　徹雄 2 1

40 髙橋　智経 2 1

45 斉藤　隆男 2

45 成田  　実 2 1

48 庄司　　晃 2

57 鈴木　正義 2

58 植草　郁子 2 1

61 江崎　正彦 2 1

69 吉田　良和 2

70 増子　幸枝 2 3

商業科

卒期 氏　名 会費 賛助

21 岩沢　末三 10

21 新井　善男 10

29 坂部　崇志 2 1

29 根本　　誠 2 1

30 田中　彰夫 1

31 鈴木　秀雄 30

31 加藤　　實 2 1

32 小嶋　　正 2

33 大田　憲明 2

35 市川　武司 2

35 高畠　規人 2

35 鈴木　安広 10

36 馬場　敬子 2

37 加藤　庸一 2

37 菅　　哲男 2

37 大山　　晃 3

37 塩原  慶子　 5

38 内苑　光枝 4

39 杉山喜代子 5

39 戸田加代子 3

40 井上　照代 4

40 加藤　弘高 5

41 廣瀬　保則 4 3

42 大塚　和子 3

43 三澤　　潤 5

年会費・賛助会費
納入者一覧表

今回の掲載名簿は次の受付日です
令和5年4月1日～令和5年9月30日

郵便振替・銀行振込・現金
による受付のものです

40 荒井伊佐雄

42 大塚　和子

41 鈴木　静江

42 川口　禎二

42 東郷　　文

44 森田　房子

45 向井　茂子

48 久保野正子

49 石黒　新一

49 瀬下　久恵

51 中代満里子

58 田村　昭子

60 名越真由美

60 鈴木恵美子

63 中神　京子

67 肥田かずえ

73 今泉　直人

82 長谷川　翔

機械 27 吉田誠三郎

40 加藤　孝男

41 松井　政義

41 荒井　茂明

46 碓井　好美

48 森　　栄治

48 黒沢　克己

48 高橋　幸雄

51 内山　俊治

55 小藤　　明

57 有海　隆夫

電気 33 服部　輝男

36 伊波　四郎

38 河西　善彦

物故会員名簿（敬称略）

科 氏名 逝去日

商 39 杉山喜代子 Ｒ 3.4.26

機 27 吉田誠三郎 Ｒ 4.8.19

電 33 服部　輝男 Ｒ 5.4.22

商 24 相沢嘉由恵 Ｒ 5.2.4

商 33 成田　拡基 Ｒ 5.6.3

電 22 臼井　　斉 Ｒ 4.8.6

電 32 渡邉　勝己 Ｒ 5.7.28

機 28 佐々木重勝 Ｒ 4.3.10

化 30 渋谷　賢一 Ｒ 4.5.10

定電 6 森　　博美 Ｒ 4.7.17

電 63 生島　淳二 H30.11.29

旧職員 大迫　弘昭 不明

旧職員 飯塚　和枝 Ｒ 5.4.5

電 32 竹川　精一 Ｒ 1

化 38 中野目武三 Ｒ 4.3

定機 14 杉浦　　靖 Ｒ 5.1.23

電 28 井上準之助 Ｒ 5.1.28

商 37 鳥井　洋一 不明

商 37 松本　章男 不明

御逝去されました
会員の皆様には
心から哀悼の意を表します。

渡邉元会長の訃報
去る、7 月 28 日に渡邉勝己
顧問がご逝去されました。

（享年 87 歳）
渡邉顧問は平成 16 年～平成
22 年の間、同窓会会長に就
任頂きました。
謹んでお悔み申し上げます。

終身会費

平成30年 4月〜令和5年 9月

科 卒期 氏　名

商業 31 鈴木　松弘

31 平沢富三郎

33 若林　敏男

33 中根　良夫

33 山田　　茂

34 寺田慶太郎

37 早川　英雄

創業明治26年 皆様に愛されて

ユニフォームの　　　　　  は
お陰さまで創業130年になりました。

品数・種類豊富な

社　長 中 島 康 一

本　社／横浜市金沢区幸浦 2-22-17
　　　　TEL（045）785-2611（代）
野　毛　店／横浜市中区宮川町2-45　TEL（045）241-6831（代）
ショップ／野毛店・金沢店　

※年会費・賛助会費・終身会費の会費
等の単位は千円です。

※敬称は省略させていただきます。

定時制商業科

8 田中　　峻 2

8 稲垣　徳子 2 3

8 平田　宣夫 2 1

13 森田　光雄 2 1

定時制機械科

6 塚田　隆司 2

8 広谷　　武 2 1

15 山本　範征 5

17 新宮　清史 2 3

19 宮城　正和 2

21 石川　定夫 1

定時制電気科

3 池田　健蔵 2 1

4 市毛　総幸 2

7 川鍋　　宏 3

15 金子　勝秀 5

16 平井　公明 2 3

19 前田  石蔵 2 1

旧職員

増淵　　晃 3
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総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
３
年
生
の
「
課
題
研

究
授
業
」
で
、【
箱
根
魅
力
化Project

】

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
た

ち
が
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
授

業
と
し
て
行
わ
れ
「
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」「
社
会
に
出
た
と
き
の
た
め
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で
お
き
た

い
」「
箱
根
が
好
き
だ
か
ら
頑
張
り
た
い
」

な
ど
の
意
気
込
み
を
持
っ
た
生
徒
が
集

ま
っ
た
。

　

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
世
界
的
に
も
有

名
な
、
神
奈
川
随
一
の
観
光
エ
リ
ア
で
あ

る
箱
根
を
研
究
し
、
箱
根
の
魅
力
や
課
題

を
考
え
、
若
年
層
が
持
っ
て
い
る
箱
根
の

イ
メ
ー
ジ
や
新
た
な
箱
根
を
箱
根
町
へ
提

案
す
る
と
い
う
授
業
。

　

４
月
の
授
業
で
は
、
箱
根
町
役
場
の
観

光
課
、
企
画
課
の
方
々
も
参
加
し
、
箱
根

町
の
観
光
の
現
状
と
課
題
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
、
箱
根
に
つ
い

て
調
べ
、
考
え
を
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
箱
根
を

知
ら
な
い
人
へ
魅
力
を
伝
え
よ
う
」
で
し

た
。
何
故
な
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

の
内
、
数
名
が
箱
根
に
行
っ
た
こ
と
が
無

か
っ
た
の
で
す
。
先
ず
は
、
箱
根
を
調
べ

る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

９
月
の
授
業
で
は
、
実
際
に
箱
根
に
行

き
、
現
状
を
知
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
箱
根
町
役
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
箱

根
湯
本

－

箱
根
登
山
鉄
道

－

宮
ノ
下

－

早

―
今
の
仕
事
は
？

　

み
な
と
み
ら
い
に
あ
り
ま
す
横
浜
ベ
イ
ホ

テ
ル
東
急
で
働
い
て
い
ま
す
。
業
務
は
、オ
ー

ル
デ
イ
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
カ
フ
ェ 

ト
ス
カ
」
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
担
当
と
し
て
、
ご
予
約
の
受

付
や
お
客
様
が
ご
来
店
さ
れ
た
際
の
受
付
、

お
会
計
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　

受
付
時
や
お
会
計
時
に
お
客
様
と
接
す

る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
私
の
こ
と
を
覚

え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
何
度
か
お
越
し
い
た

だ
い
て
、
常
連
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

お
客
様
か
ら
直
接
、
私
に
、
お
土
産
な
ど

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ご
く
嬉
し

く
思
い
ま
す
し
、「
ま
た
来
ま
す
ね
！
」
と

笑
顔
で
帰
ら
れ
る
姿
を
み
る
と
こ
の
仕
事
を

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
同
僚
ス
タ
ッ
フ
は
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
も
多

く
、
仲
が
良
い
の
で
職
場
の
雰
囲
気
も
良
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
こ
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
は
？

　

兄
と
姉
が
ホ
テ
ル
マ
ン
で
し
た
の
で
、や
っ

て
み
た
い
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
県
商
工

は
、
求
人
は
な
か
っ
た
の
で
進
路
の
先
生
に

お
願
い
を
し
て
、
探
し
て
い
た
だ
い
た
ら
、

こ
の
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
で
初
め
て
高
校

生
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
先

生
に
連
絡
を
し
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
凄
く
、
熱
心
に
探
し
て
い
た
だ
い
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
県
商
工
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
に
立
っ
て

い
ま
す
か
？

　

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
予
約
受
付
や

お
客
様
、
お
会
計
管
理
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

を
多
く
使
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
県

商
工
で
、
簿
記
、
表
計
算
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、
タ
イ
ピ
ン
グ
を
学
ん
で
い
た
の
で
、

す
ん
な
り
仕
事
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

―
県
商
工
で
の
思
い
出
は
？

　

体
育
で
す
！
ず
っ
と
い
い
成
績
で
し
た
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
で
す
ね
。

マ
ッ
ト
運
動
は
、
少
し
苦
手
で
し
た
が
、
そ

れ
以
外
は
好
き
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

や
体
育
祭
も
、
楽
し
く
や
り
ま
し
た
！
あ

と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
凄
い
仲
が
良
か
っ
た

の
で
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
が
、
一
番
の
思
い
出
で
す
ね
。

―
他
に
高
校
の
時
代
の
思
い
出
は
あ
り
ま

す
か
？

　

校
舎
が
古
か
っ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す

か
ね
。
ト
イ
レ
の
扉
が
、
閉
ま
ら
な
く
て
、

困
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
売
店
に

毎
日
行
き
ま
し
た
。
売
店
の
お
ば
ち
ゃ
ん

達
と
の
思
い
出
が
あ
る
方
も
多
く
居
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の
一
人
で
、
パ
ン
の

予
約
と
か
な
い
ん
で
す
が
、
取
っ
て
お
い
て

く
れ
て
、
そ
れ
が
嬉
し
く
て
、
毎
日
買
い

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急　

工
藤 

亜
希
子
さ
ん

情
報
処
理
科　

２
０
０
９
年
３
月
卒

雲
山

－

箱
根
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

－

大
涌
谷

－

寄
木
細
工
見
学

－

箱
根
湯
本
で
お
土
産

－

箱
根
町
役
場
で
終
了
。
初
め
て
箱
根
に
訪

れ
た
生
徒
も
、
家
族
と
訪
れ
て
い
た
生
徒

も
、
箱
根
の
魅
力
や
課
題
を
発
見
し
た
よ

う
で
す
。
箱
根
町
役
場
を
初
め
、
箱
根
登

山
鉄
道
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
現

し
た
そ
う
で
す
。

　

最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
徒
た
ち
か
ら
箱
根
町
へ
提
示
さ
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
よ
り
実
践
的
な
授
業
を

行
っ
て
い
る
商
工
生
。
目
が
キ
ラ
キ
ラ
し

て
い
ま
し
た
。

現在の商工生がどのような授業をしているかを紹介するコーナー。
今回は、県商工×箱根町～箱根魅力化Project～授業の紹介です。

【商工生の今】

生徒のプレゼンテーション

箱根町役場の皆さま

箱根訪問（大涌谷）箱根訪問（畑宿寄木会館）箱根ジオミュージアム

に
行
っ
て
ま
し
た
。

―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
印
象

　

高
校
時
代
の
お
話
を
さ
れ
て
い
る
時
の

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
笑
顔
が

素
敵
な
工
藤
さ
ん
、
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東

急
に
ご
来
館
の
際
は
、
オ
ー
ル
デ
イ
ダ
イ

ニ
ン
グ
「
カ
フ
ェ 

ト
ス
カ
」
の
工
藤
さ
ん

に
お
声
掛
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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文
化
部
・
技
術
部
・
同
好
会

質
問
①
２
０
２
３
年
度
の
主
な
活
動
・
大
会

質
問
②
２
０
２
３
年
度
の
目
標

質
問
③
部
活
動
に
お
け
る
現
在
の
課
題
・
問
題
点

質
問
④
２
０
２
３
年
度
４
月
現
在
の
部
員
数

●
合
唱
部

部
長　

樋
口　

美
結

①
文
化
祭
準
備
・
練
習 

②
人
の
心
に
残
る
歌
を
届
け
る

③
人
数
が
少
な
い

④
１
年
生
１
人　

２
年
生
１
人

●
吹
奏
楽
部

原
田　

雅
歌

①
野
球
応
援
、
文
化
祭
で
の
発
表

②
演
奏
を
通
し
、
吹
奏
楽
の
楽
し
さ
や
や

り
が
い
を
伝
え
、
部
員
を
増
や
す

③
部
員
が
少
な
い

④
１
年
生
１
人　

２
年
生
２
人

●
美
術
部

部
長　

鈴
木　

琴
美

①
文
化
祭
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
展
物
制
作

②
各
自
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
、
私

だ
っ
た
ら
油
絵
と
木
彫

③
部
費
が
少
な
い
（
今
年
７
５
０
０
円
）

部
員
と
先
生
と
で
連
携
が
取
れ
て
い

な
い
気
が
す
る
（
人
間
関
係
）

④
１
年
生
３
人　

２
年
生
１
人

●
写
真
部

部
長　

平　

奈
槻

①
今
年
度
も
主
に
体
育
祭
や
文
化
祭
な

ど
の
学
校
行
事
や
野
球
部
の
Y
校
と

の
定
期
戦
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
昇
降
口
へ
の
写
真
掲
示
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

②
今
年
度
は
活
動
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
や
自
分
ら
し
い
写
真
を
撮
る
こ
と
。

ま
た
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん
写
真
を
撮

る
事
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

③
現
在
の
課
題
は
、
外
へ
出
て
部
員
た
ち

で
撮
影
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
写
真

の
大
会
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
展
示

す
る
場
所
の
問
題
や
部
外
の
方
に
見

て
い
た
だ
け
る
機
会
が
文
化
祭
な
ど

限
定
的
な
こ
と
で
す
。

④
１
年
生
13
人　

２
年
生
10
人

　

３
年
生
８
人

●
演
劇
部

部
長　

金
子　

奈
瑠
弓

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
（
星
劇
）
朗
読
劇
、

ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
、
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ

ル　

e
t
c

…

②
「
主
体
的
＋
α
」
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
提
案
し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
を
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
考
え

行
動
で
き
る
か
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
普
段
の
活
動
か
ら
心
が
け
て
い
ま

す
。

③
活
動
日
に
部
員
が
集
ま
ら
な
い
。

④
２
年
生
２
人　

３
年
生
６
人

●
書
道
部

部
長　

荒
木　

優
莉

①
文
化
祭
の
作
品
作
り
と
競
書
本
を
取

り
、
級
を
あ
げ
る
た
め
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

②
級
を
上
げ
る
こ
と
で
す

③
現
在
の
課
題
は
文
化
祭
に
向
け
て
の

作
品
作
り
で
す
。
問
題
点
は
人
数
が
と

て
も
少
な
い
こ
と
で
す
。

④
２
年
生
３
人　

●
茶
道
部

部
長　

福
井　

恭
史
郎

①
私
た
ち
は
普
段
、
東
阿
部
流
と
い
う
流

派
の
盆
手
前
と
い
う
お
手
前
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
新
し
い
お
手
前
「
冷

茶
」
を
行
い
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し

た
。

現
在
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状

②
昨
年
よ
り
も
行
儀
作
法
に
つ
い
て
、
い

つ
も
以
上
に
心
が
け
文
化
祭
で
カ
ッ

コ
イ
イ
お
手
前
を
お
見
せ
で
き
る
様

頑
張
り
ま
す
。

③
２
年
生
が
１
年
生
の
見
本
と
な
る
よ

う
な
行
儀
作
法

④
１
年
生
２
人　

２
年
生
５
人

●
パ
ソ
コ
ン
部

部
長　

三
井　

勇
仁

① 

I
T
夢
コ
ン
テ
ス
ト
情
報
処
理
競
技

大
会
・
文
化
祭
で
展
示
す
る
ゲ
ー
ム
の

制
作

②
有
意
義
な
部
活
動
に
す
る

③
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
動
画
制
作
を
出
来
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
、
で
き
る
人

を
増
や
し
た
い
。

④
１
年
生
13
人　

２
年
生
14
人

３
年
生
４
人

●
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
部

部
長　

山
田　

多
恵

① 

令
和
５
年
度
神
奈
川
県
高
等
学
校
生

徒
商
業
研
究
発
表
大
会
優
秀
賞

②
充
実
し
た
商
業
の
研
究
活
動
を
行
う
。

③ 

部
員
不
足

④
１
年
生
５
人　

３
年
生
３
人

●
将
棋
同
好
会

部
長　

小
森　

優
海

① 

週
１
回
４
階
講
義
室
で
部
員
３
人
と

先
生
方
で
対
局
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
会
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

②
昇
級
に
向
け
て
一
人
一
人
の
実
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
今
年
中
に
昇
級
を

一
人
以
上
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。

③
人
数
が
少
な
い
の
で
同
じ
よ
う
な
対

局
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
い

で
す
が
、
将
棋
自
体
を
楽
し
む
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

④
１
年
生
１
人　

２
年
生
２
人

●
ダ
ン
ス
部

　

雄
飛
１
１
９
号
か
ら
皆
様
に
使
用

済
み
切
手
の
ご
協
力
で
い
た
だ
き
、
６

k
g
ロ
集
ま
り
ま
し
た
。
認
定
N
P
B

法
人
「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を

日
本
委
員
会
」
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
使
用
済
み
切
手
１
ｋ
ｇ
で
Ｂ

Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
75
人
分
の
子
ど
も
た
ち

に
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

回
収
活
動
に
ご
協
力
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
が

世
界
の
子
ど
も
に

ワ
ク
チ
ン
を
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天
女
を
追
い
か
け
世
界
各
地
を
行
脚

１
．
は
じ
め
に

　

先
日
、
同
窓
会
事
務
局
に
一
通
の
手
紙

が
届
き
ま
し
た
。
差
出
人
は
機
械
科
27
期

卒
の
木
俣
敏
雄
さ
ん
と
の
事
で
し
た
。
内

容
を
拝
読
し
て
び
っ
く
り
し
た
の
で
す

が
、
本
職
の
画
家
で
は
無
い
と
の
事
で
し

た
が
、
可
愛
ら
し
い
仏
様
や
観
音
様
の
絵

を
書
か
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
頂
い

た
お
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　

お
手
紙
に
あ
っ
た
、
襖
絵
の
写
真
を
同

封
頂
き
そ
の
内
容
を
拝
見
し
た
時
、
と
て

も
素
人
が
描
い
た
襖
絵
で
無
い
こ
と
が
解

り
ま
し
た
。
早
速
、
ご
連
絡
を
さ
せ
て
頂

き
、
お
話
を
伺
わ
せ
て
頂
く
機
会
を
頂
き

ま
し
た
の
で
、
本
誌
で
お
話
の
内
容
を
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
．木き

俣ま
た  

敏び
ん（
本

名 

木
俣
敏
雄
）

さ
ん
の
ご
紹
介

　

昭
和
６
年

（
1
9
3
1
年
）

生
ま
れ
の
92
歳
、

商
工
機
械
科
卒

業
後
、
小
学
校
の
教
諭
を
さ
れ
ま
し
た
。

教
諭
時
代
に
無む

着
ち
ゃ
く 

成せ
い

恭
き
ょ
う

氏
と
知
り
合

い
、「
作
文
の
べ
ん
き
ょ
う
」
編
集
委
員

と
し
て
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
中
で
挿
絵
と
し
て
子
供
の
イ
ラ
ス
ト

（
カ
ッ
ト
画
）
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と

の
事
で
し
た
。

　

木
俣
氏
は
画
を
独
学
で
学
ん
だ
と
の
事

で
し
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
素
人
絵
な
の
で

専
門
家
に
学
び
た
い
と
、「
手
塚
治
虫
」

氏
や
、
絵
本
画
家
の
「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
」

さ
ん
に
会
い
に
行
き
、
画
を
教
え
て
欲
し

い
と
お
願
い
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時

の
両
氏
の
回
答
は
、「
何
万
枚
も
の
画
を

書
き
な
さ

い
」
と
言

わ
れ
、
が

む
し
ゃ
ら

に
書
き
続

け
た
こ
と

で
木
俣
氏

独
特
の
画

風
を
手
に

さ
れ
た
と

の
事
で
し

た
。
と
は

い
え
、
も

の
凄
い
行
動
力
を
お
持
ち
の
人
物
で
、
そ

の
行
動
力
が
そ
の
後
の
活
動
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
っ
た
と
思
え
ま
す
。

３
．
天
女
に
魅
せ
ら
れ
て

　

小
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
後
は
、

以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
天
女
伝
説
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
、
精
力
的
に

各
地
を
行
脚
し
天
女
探
し
の
旅
を
続
け

ま
し
た
。
訪
れ
た
国
は
、
中
国
、
チ
ベ
ッ

ト
、
ブ
ー
タ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
イ
ン
ド
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
か
ら
南
米
ま
で

二
十
数
か
国
を
約
20
年
以
上
か
け
て
行

脚
し
た
と
の
事
で
す
。
目
的
は
観
光
で

は
な
い
の
で
、
秘
境
と
言
わ
れ
る
場
所

を
め
ぐ
り
、
か
な
り
危
険
な
体
験
を
し

た
様
で
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、
怪
し
い

人
物
と
し
て
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
逮
捕

さ
れ
た
り
、
現
地
で
の
食
事
で
体
を
壊

し
た
り
し
て
、
死
を
覚
悟
し
た
事
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
天
女
へ
の
思
い
は
消
え
る
こ

と
な
く
80
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
活
動
的
に

行
動
さ
れ
、
現
地
に
あ
る
天
女
探
し
の
ス

ケ
ッ
チ
旅
行
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
は
天
女
伝
説
は
女

性
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に

は
男
女
ペ
ア
が
主
流
と
の
事
で
す
。 

４
．
観
音
物
語
の
出
版

　

ま
も
な
く
90
歳
を
迎
え
る
こ
ろ
、
か
つ

て
の
小
学
校
の
教
え
子
で
あ
っ
た
青
山

さ
ん
が
、
木
俣
さ
ん
が
東
南
ア
ジ
ア
の
各

国
を
巡
り
、
仏
跡
や
天
女
巡
り
の
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
を
行
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

あ
り
、
青
山
さ
ん
自
信
が
高
野
山
の
経

済
面
の
お
仕
事
を
担
当
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
高
野
山
の
近こ
ん

藤ど
う

堯
ぎ
ょ
う

寛か
ん

住
職
を

紹
介
さ
れ
、
ご
住
職
が
考
え
ら
れ
て
い
た

「
観
音
経
」
の
本
を
出
版
に
際
し
、
お
手

伝
い
頂
け
な
い
か
と
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
木
俣
さ
ん
の
仏
跡
巡
り
の

話
な
ど
相
通
ず
る
も
の
も
あ
り
、
是
非
、

挿
絵
を
書
い
て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
成
ま
で
、
何
度
も
書
き
直
し
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
無
事
に
「
お
と
な
の

絵
本　

観
音
物
語
」
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

５
．
襖
絵

　

高
野
山
の
近
藤
堯
寛
住
職
の
ご
実
家

で
あ
る
、
名
古
屋
の
金
龍
寺
で
す
が
、
弘

法
大
師
ご
生
誕
１
２
５
０
年
の
記
念
事

業
と
し
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
観
音
物
語
」
作
成
の
ご
縁
で
、
ご
実
家

の
金
龍
寺
本
堂
の
襖
絵
25
枚
を
書
い
て

欲
し
い
と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
木
俣

さ
ん
は
襖
絵
な
ど
書
い
た
こ
と
も
な
く
、

他
の
人
に
お
願
い
し
て
欲
し
い
と
一
度

は
お
断
り
し
た
よ
う
で
す
が
、
是
非
お

願
い
し
た
い
と
の
事
で
お
引
き
受
け
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

お
寺
の
場
所
は
名
古
屋
で
し
た
の
で
、

下
絵
は
現
地
の
名
古
屋
に
出
向
い
て
書

い
た
そ
う
で
す
が
、
観
音
様
や
天
女
な
ど

は
横
浜
の
ご
自
宅
で
作
成
し
て
、
切
り

絵
と
し
て
経
師
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て

襖
絵
に
張
り
付
け
る
方
法
で
作
成
し
た

そ
う
で
す
。
作
成
に
は
１
年
以
上
掛
か

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
完
成
し
た
の
で
、

ご
連
絡
を
頂
い
た
次
第
で
す
。
一
部
で

す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
と
な
の
絵
本「
観
音
物
語
」

木
俣　

敏
（
機
械
27
期
）

  

６
．
さ
い
ご
に

　

92
歳
と
高
齢
の
木
俣
さ
ん
で
し
た
が
、

足
腰
も
し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ
、
階
段
の

上
り
下
り
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
こ
れ
も

天
女
巡
り
さ
れ
た
結
果
な
の
か
と
感
じ

ま
し
た
。
お
話
も
軽
快
で
内
容
も
楽
し

く
、
気
が
付
け
ば
90
分
に
わ
た
る
お
時

間
を
頂
戴
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
貴
重

な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
る
事

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

第
18
回

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
練
習
も

で
き
な
い
ま
ま
本
番
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
南
区
の
大
岡
プ

ラ
ザ
（
旧
商
工
高
校
）
の
音
楽
室
に
て

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
本
番
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
10
月
21
日
（
土
） 

県
立
青
少

年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
校
歌
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
商
工
（
雄
飛
会
）
は

４
番
目
の
出
演
で
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
21

名
が
参
加
し
、
二
見
副
会
長
の
学
校
紹

介
が
あ
っ
た
後
、
大
澤
副
会
長
の
指
揮

で
校
歌
と
自
由
の
園
生
を
披
露
し
ま
し

た
。
校
歌
祭
は
令
和
元
年
の
開
催
が
台

風
直
撃
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
り
、
そ

の
翌
年
さ
ら
に
次
の
年
ま
で
コ
ロ
ナ
感

染
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
よ
り
再
開
さ
れ
今
回
は
、
参
加
は

全
26
校
と
、
昨
年
よ
り
10
校
増
え
以
前

の
状
況
に
ま
で
戻
り
盛
況
な
校
歌
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
10
月
21
日(

土)

22
日(

日)

の
両
日
、
商
工
祭
に
同
窓
会
も
雄
飛
展

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
21
日
が
日
程
的
に
校
歌
祭
と

重
な
っ
た
た
め
、
少
人
数
の
メ
ン
バ
ー
で
や

り
繰
り
し
ま
し
た
。
雄
飛
展
で
す
が
恒
例

の
「
野
菜
販
売
」
は
商
工
祭
で
も
定
番
化

し
て
お
り
、
毎
年
期
待
を
頂
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
夏
の
異
常
な
高
温
で
野
菜
の

生
育
が
非
常
に
悪
く
、
人
気
の
白
菜
、
大

根
が
出
荷
出
来
ず
に
、
イ
モ
類
（
ジ
ャ
ガ

雄
飛
展
（
商
工
祭
）
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本
年
５
年
５
月
21
日
（
日
）
磯
子
公
会
堂

で
千
代
乃
会
日
本
舞
踊
の
発
表
会
が
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
沼
茂
子
さ
ん
が
艶
や
か
な
緑
色
の
お
引

き
を
纏
い
、
常
磐
津
「
千
代
乃
友
鶴
」
と
長

唄
「
宝
船
」
を
優
雅
に
疲
労
し
ま
し
た
。
同

窓
の
佐
藤
初
子
さ
ん
（
定
商
７
期
）
河
合
喜

昭
さ
ん
（
化
39
期
）
淀
川
（
定
商
９
期
）
と

打
ち
上
げ
ま
で
、
日
本
舞
踊
を
堪
能
し
ま
し

た
。（
淀
川　

記
）

　

世
の
中
に
は
２
種
類
の
人
間
が
い
る
よ
う

だ
、
自
分
の
歳
を
聞
い
て
そ
の
年
齢
の
老
人

に
な
る
者
と
、
実
年
齢
な
ど
に
意
識
は
ま
っ

た
く
無
く
そ
の
時
そ
の
場
の
状
況
が
精
神
年

齢
を
作
る
者
。
特
に
今
年
、
我
々
は
古
希
を

迎
え
て
前

者
は
弱
気

に
な
っ
た

の
か
体
調

不
良
に
よ

る
欠
席
は

こ
れ
ま
で

に
な
い
数

と
な
っ
た
。

　

７
月
の

第
一
金
曜

日
に
集
ま

る
恒
例
の

ク
ラ
ス
会

『
商
工
七
夕

会
』
は
お

り
し
も
今

年
は
７
日

の
七
夕
の
夜
、
睦
町
の
東
京
庵
に
17
名
が
集

ま
っ
た
。
後
者
に
属
す
る
参
加
者
は
相
変
わ

ら
ず
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
を
発
散
し
て
い

　

平
成
５
年
15
日
（
土
）
横
浜
中
華
街　

北

京
烤
鴨
店
に
て
54
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
54
年
間
の
歳
月
は
会
場
で
会
う
、
青
年

時
代
の
面
影
（
名
前
）
を
思
い
出
す
に
は
楽

し
み
な
時
間
空
間
で
は
あ
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
企
画
は
石
川
君
か
ら
２
０
２
０

年
に
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
真
っ

最
中
で
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
今
回
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

機
械
科
は
２
ク
ラ
ス
男
性
ば
か
り
で
す
の

で
、
今
日
ま
で
の
人
生
を
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
に

菅
沼
茂
子
嬢
本
舞
台
で
舞
う

菅
沼
茂
子
さ
ん
（
商
業
41
期
）

商
工
七
夕
会

二
見
　
滋
（
機
械
科
48
期
）

最
初
で
最
後
の
同
窓
会

機
械
科
46
期
　
昭
和
44
年
卒

第
33
回
商
工
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会

加
藤
捷
一
氏
（
電
気
科
39
期
）
優
勝

４
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会

（
浜
ち
ゃ
ん
会
）
横
浜
で
開
催

齋
藤
　
和
男
（
電
気
科
43
期
２
組
）

昭
和
41
年
卒

　

令
和
５
年
７
月
12
日
（
水
）
藤
沢
商
工
会

館
ミ
ナ
パ
ー
ク
１
階　

レ
ス
ト
ラ
ン「
ふ
じ
」

で
暑
気
払
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
５
名
（
小
須
田
、
大
川
、
仁
田
、　

持
田
、
薩
田
）
で
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が

　

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
に
記
念
写
真
を
撮
っ

て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
持
田　

記
）

湘
南
会
支
部

る
、
い
つ
も
の
仲
間
の
い
つ
も
の
話
で
あ
っ

と
ゆ
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
る
。
コ
ロ
ナ
も
少

し
落
ち
着
き
二
次
会
に
留
ま
る
者
も
、
弱
気

に
な
っ
て
も
こ
の
仲
間
と
話
せ
ば
元
気
を
も

ら
っ
て
い
け
る
の
に
な
あ
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
集
ま
ろ
う
。

幹
事
・
二
見
滋

　

秋
晴
れ
の
10
月
26
日
（
木
）
新
雪
を
戴
い

た
富
士
の
裾
野
に
広
が
る
東
富
士
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ウ
デ
ジ
マ
ン
の
情
鋭
13
名
が

集
い
、
奥
井
正
弘
氏
、
鈴
木
松
弘
氏
（
い
づ

れ
も
商
31
）
88
才
、
中
井
章
氏
（
化
39
）
80

　

令
和
５
年
10
月
６
日
（
金
）
に
横
浜
み
な

と
み
ら
い
（
M
M
）
21
～
水
陸
両
用
バ
ス
・

ス
カ
イ
ダ
ッ
ク
に
乗
車
し
横
浜
港
内
を
周
遊

し
、
そ
の
後
、
変
貌
す
る
M
M
21
地
区
を

散
策
後
、
歓
談
場
所
へ
移
動
。

　

参
加
者
各
自
の
思
い
思
い
に
近
況
や
趣
味

や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
報
告
し
合
っ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
皆
も
雲
一
つ
な

い
笑
顔
に
溢
れ
る
。
来
年
の
喜
寿
の
会
に
て

再
会
の
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

一
人
づ
つ
話
し
ま
し
た
。
人
生
73
年
間
で
青

春
の
３
年
間
の
友
情
は
１
回
限
り
の
同
窓
会

で
勿
体
な
い
の
で
人
生
終
わ
る
ま
で
友
情
を

大
切
に
し
て
幹
事
を
務
め
て
い
き
た
い
と
官

界
強
く
感
じ
ま
し
た
。

才
の
１
組
３
名
が
霊
峰
富
士
に
む
か
っ
て
ド

ラ
イ
バ
ー
を
振
り
廻
し
、
足
取
り
も
軽
い
ス

タ
ー
ト
に
始
ま
り
ま
し
た
。
一
打
一
打
に
一

喜
一
憂
、
軽
や
か
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

加
藤
捷
一
氏
（
電
39
）
が
グ
ロ
ス
92
、ネ
ッ

ト
72
・
8
の
見
事
な
ス
コ
ア
で
ベ
ス
グ
ロ
優

勝
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
準
優
勝
は
中
井
章

氏
（
化
39
）
３
位
は
谷
口
智
則
氏
（
機
61
）

の
結
果
で
し
た
。

　

次
回
は
令
和
６
年
５
月
22
日
（
水
）
東
富

士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
８
時
56
分
O
U
T
、

I
N
ス
タ
ー
ト
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳

細
は
各
位
文
書
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
同
窓
会
H
P
に
も
掲
載
い

た
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　相鉄沿線支部と企画委員会の共催
による「雄飛会・花見会」を先の要
領にて開催します。
　コロナ禍で開催を見送ってきまし
たが、昨年は荒天のため役員による

「ハナシ会」に変更しました。５年ぶ
りの花見会を楽しみましょう。多数
の方の参加をお待ちしています。

記
期　日：令和６年３月 30 日（土）
場　所：大池・こども自然公園桜山
集　合：午前 10 時 30 分　
　　　　相鉄・二俣川駅改札口前
参加費：男性１０００円
　　　　女性５００円
お願い：昼食は持参願います。（飲み
物・つまみは雄飛会で用意します。）
尚、集合時間に間に合わなかった方
は、会場に雄飛会の「のぼり」を目
印にお越し願います。以上

久しぶりの
   お花見を楽しもう！

イ
モ
、
里
芋
、
長
芋
）
だ
け
の
即
売
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
多
く
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
日
曜
日
の
午

後
早
い
時
間
に
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
商
工
祭
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
も

外
れ
、
教
室
等
で
の
飲
食
も
可
能
と
な
っ

て
ま
し
た
。
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

で
し
た
の
で
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
設
営
し

て
各
ク
ラ
ブ
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
だ
け
で
な
く
、
中
学
生
の
来
校
も
多

く
、
技
術
系
の
各
学
科
が
ど
ん
な
学
習
を

す
る
か
理
解
す
る
一
助
に
な
っ
て
い
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。 
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045-731-5964

商業科
新井　善男（21）
長い間お世話になりありがとうございました。
　　田中　彰夫（30）
いつも大変御苦労様です。区画整理で居住表
示が変わりました。旧住所吉川 719 から新
表示中央 3 丁目 39 − 22 と成り郵便番号も
342-0061 と変わりました。

馬場　敬子（36）
前号の弘明寺校舎を見て感動！機械科 1 期卒
業の叔父が青空教室だったんだよと言いなが
ら、私の入学をとても喜んでくれた事、なつ
かしく思い出しました。母校って良いな～と

改めて感謝です。益々の発展を祈ります。
　　菅　哲男（37）
前号のさつまいもの料理はあまりにも美味し
いので「大学院」いもでした。長生き味噌汁は、
赤と白味噌玉ねぎリンゴ酢で作るが、近頃「昔
ながらの味噌」を適量加え、具沢山にすると
汁の域を脱して、立派な惣菜、これぞ御味御
汁である。

　 杉山　喜代子（39）　　　　　  ご家族様より
母　喜代子　令和 3 年 4 月 26 日永眠いたし
ました。長い間、大変お世話になり有り難う
御座居ました。

大塚　和子（42） 　　　　　    
いつも会報をありがとうございます。「秋の歩
こう会」に参加したいといつも思うのですが、
なかなか機会がありません。

下里　眞佐子（45） 　　　　　    
昔の職場が閉店になります。イベントで趣味
の花苗（千両、万両、アジュガ、ハマトラノオ）
を配りました。

遠藤　秀子（50） 　　　　　    
50 期の私、卒業してから 50 年、半世紀、ワ
クワク・ドキドキ、高校時代の気分は変わり
ません。　

機械科
吉田　誠三郎（27） 　　　　　ご家族様より
吉田誠三郎は令和 4 年 8 月 19 日他界いたし

ましたことご報告申し上げます。今日まで誠
に有難うございました。厚く御礼申し上げま
す。妻　吉田瑶子

井藤　亘（35）
本年度をもって、退会とさせていただきます。
何卒宜よろしくお願いいたします。

斎藤　滋（36） 　　　　　    
この 4 月から詩吟の我々の流派の関東地方本
部長を任され奮闘中です。

柏倉　康夫（38） 　　　　　    
年会費 5 年分納めさせていただきます。今年
傘寿を迎えますが、あと何回会費を納めるこ
とが出来るかわかりませんが、頑張ります。

菅沼　靖夫（39） 　　　　　    
今回をもちまして退会します。今までありが
とうございました。

広瀬　純一（48） 　　　　　    
昨年、12 月に前立腺ガンの手術をしました。

電気科
井上　準之助（28） 　　　　　  ご家族様より　　　
令和 5 年 1 月 28 日他界しました。長い間色々
とお世話になりました事、お礼申し上げます。
遅くなりましたが、ご報告させて頂きます。　
妻　井上みどり

服部　輝男（33） 　　　　　  ご家族様より
父、輝男は 2023 年 4 月 22 日に亡くなりま
した。最後の納入になります。何卒宜しくお
願いします。

巴山　佼吉（34） 　　　　
85 才になりました。地区会館で「健康麻雀」
をしています。会員 30 数名で週 2 回、月間
成績はトップスリーです。ボケ防止存分楽し
んでます。

齋藤　力（38） 
コロナ禍を除いて毎年同窓会を開催、出席者
は年々減少、加齢を自覚せざるを得なくなり
ました。傘寿になるも、竹刀を手離せず「下
手な剣道休むに似たり」と言えども、「剣心清
し」の精神でこれからも歩んで参るつもりで
す。

齋藤　力（38） 
令和 12 年度分です。それまで元気で活動させ
て頂きます。

佐藤　博和（66） 
皆様、お身体をご自愛下さい。

化学科
政木　信幸（35）
住所変更しました。新住所　〒 406-0032 山
梨県笛吹市石和町四日市場 2031-24 サンライ
フ寿 B-615　TEL 055-261-8601

峯岸　祥介（38） 　　　　　
転居先　〒 413-0002 静岡県熱海市伊豆山
717-18 ハートピア熱海 811 号

会費をお振込いただきありがとうございます。
本欄は郵便振込用紙の通信欄に記載されたも
のを掲載しています。一部長文は簡略化させて
いただきました。編集子は皆様からのコメント
を励みに頑張っています。　

ミニ通信

（　）は卒期
令和 5 年 4 月1日～令和 5 年 9 月30 日受領分

　

自
分
は
電
気
科
を
卒
業
し
、
高
齢
者
の

領
域
に
な
っ
た
機
会
に
J
R
の
「
大
人
の

休
日
倶
楽
部
」
に
入
会
し
て
、
小
旅
行
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」
で
は
、
年
に

数
回
、
期
間
限
定
で
安
い
周
遊
チ
ケ
ッ
ト

を
発
売
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
利
用
し

て
、
秋
田
か
ら
岩
手
を
旅
行
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
奇
し
く
も
50
年
前
の
修
学

旅
行
先
と
同
じ
場
所
を
訪
れ
る
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

我
々
51
期
の
修
学
旅
行
は
、
今
ま
で
の

先
輩
た
ち
が
訪
れ
た
九
州
方
面
で
な
く
、

北
へ
向
か
う
修
学
旅
行
を
選
択
し
、
東
北

修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
全
校

生
徒
が
一
度
に
宿
泊
で
き
る
旅
館
が
な
く
、

岩
手
か
ら
秋
田
へ
向
か
う
班
と
、
逆
回
り

の
２
班
に
分
か
れ
て
、
十
和
田
湖
で
合
流

す
る
修
学
旅
行
で
し
た
。
今
回
50
年
ぶ
り

に
訪
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
地
は
、

そ
の
時
間
の
経
過
を
感
じ
る
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

県
庁
所
在
地　
盛
岡

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

タ
イ
ム
ズ
紙
「
２
０
２
３

年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
」
に
選
ば
れ
た
盛
岡

市
で
す
が
、
当
時
は
な
ん
て
こ
と
な
い
地
方

都
市
の
印
象
し
か
な
く
、
台
風
の
為
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
大
幅
に
遅
れ
た
関
係
で
盛
岡
城

址
し
か
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
訪
れ

た
際
も
、
城
跡
を
見
学
す
る
と
、
修
学

旅
行
時
に
写
真
に
納
め
た
場
所
に
行
き
着

き
、
50
年
ぶ
り
に
同
じ
カ
ッ
ト
の
写
真
を

撮
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

脱
線
し
ま

す
が
、
盛
岡

と
い
え
ば「
わ

ん
こ
そ
ば
」

が
有
名
な
の

で
、
た
べ
よ

う
と
思
い
お

店
に
入
っ
た

と
こ
ろ
、
先

客
が
１
０
０

杯
以
上
食
べ

た
お
椀
が
積

み
あ
が
っ
て
い

る
場
面
に
遭

遇
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た

と
き
、
お
椀

の
数
の
多
さ

で
胸
や
け
が

し
て
、
食
べ

る
の
を
止
め

ま
し
た
。（
通

常
は
50
～
60
杯
程
度
だ
そ
う
で
す
）

思
い
出
の
十
和
田
湖

　

今
回
の
旅
行
の
メ
イ
ン
と
し
て
い
た
の

が
、
十
和
田
湖
で
し
た
。
先
に
紹
介
し
た

通
り
修
学
旅
行
時
２
つ
の
班
が
合
流
し
た

「
十
和
田
湖
休
屋
」
の
地
は
大
き
な
旅
館
、

ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
て
一
大
観
光
地

だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
繁
栄

の
址
は
、
多
く
の
廃
墟
群
と
化
し
て
い
て
、

こ
れ
が
、
50
年
の
時
間
経
過
な
の
か
と
愕

然
と
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
食
べ
た
数
少
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン

の
主
人
に

伺
い
ま
し
た

が
、
ほ
と

ん
ど
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
・

お
土
産
屋

な
ど
は
廃
業

と
な
り
、
自

分
た
ち
が
宿

泊
し
た
「
休

屋
ホ
テ
ル

（
？
と
記
憶

し
て
い
る
）」

も
、
と
っ
く

に
廃
業
し
て

い
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
で

も
、
奥
入

瀬
渓
谷
は
当

時
と
変
わ
ら

ず
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
し
た
。
当
時
も
歩

い
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
、
時
が

止
ま
っ
た
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
姿
を
見
せ

て
く
れ
た
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

人
が
作
り
出
し
た
物
と
、
自
然
が
作

り
出
し
た
物
の
栄
枯
盛
衰
を
垣
間
見
る
こ

と
に
な
っ
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
皆
さ

ん
も
昔
を
辿
る
旅
に
出
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

　

今
回
、
こ
の
様
に
50
年
前
の
修
学
旅
行

先
を
再
び
訪
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、

当
時
は
50
年
先
の
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
考

え
る
事
も
な
く
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
50
年
後
の
今
、
半
世
紀
を

振
り
返
っ
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
日
々
を
過

ご
す
の
に
精
一
杯
な
自
分
で
い
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
た
旅
で
し
た
。

（
追
伸
）　

今
年
は
ク
マ
が
多
く
出
没
し
て

い
ま
す
が
、
私
も
今
回
の
旅
行
で
十
和
田

湖
の
発
荷
峠
付
近
を
車
で
走
行
中
に
、
突

然
ク
マ
が
車
の
前
に
出
て
き
て
、
初
め
て

野
生
の
ク
マ
を
見
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

十和田湖廃墟

盛岡城址

奥入瀬渓谷

思
い
出
の
修
学
旅
行
先
を
辿
っ
て

小
澤　

芳
明
（
電
気
科
51
期
１
組
）　
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編
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後
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新
型
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
三
年
振
り
に
よ
う
や
く

緩
和
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
外
す
人
が
目
立
っ
て
増
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
の
移
動
や
海
外
か

ら
の
訪
日
観
光
客
も
増
え
て
、
社
会
が
回
り
始

め
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
三
年
間
で
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
り
、
飲
食

店
な
ど
に
話
を
聞
く
と
、
大
人
数
で
の
飲
食
や
、

二
次
会
の
開
催
は
極
端
に
減
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ク
ラ
ス
会
や
同
窓
会
な
ど
開
催
を
躊

躇
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の

経
験
か
ら
地
元
、
高
校
時
代
の
同
級
生
と
の
飲

み
会
な
ど
気
を
使
わ
な
い
楽
し
い
付
き
合
い
が
で

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
何
年
か
振
り
に

集
ま
っ
て
、
昔
話
に
盛
り
上
が
っ
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

本
会
報
も
、
同
窓
会
員
の
活
躍
や
、
学
校
、

同
窓
会
の
動
き
を
紹
介
す
る
目
的
で
発
行
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
、
木
俣
さ
ん
の
活
躍
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
読
ん
で
、
素
晴
ら
し
い
Ｏ
Ｂ
が
い

る
県
商
工
を
誇
ら
し
く
思
い
、
編
集
委
員
と
し

て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
事
が
出
来
て
、
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
様
に
ご
紹
介
を
し
た
い

と
思
わ
れ
る
人
を
ご
存
じ
の
方
は
（
自
薦
、
他

薦
問
わ
ず
）、
是
非
、
同
窓
会
事
務
局
に
ご
一
報

下
さ
い
。
例
え
ば
、
商
工
を
卒
業
し
て
、
こ
ん
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
と
か
、
こ
ん
な
お
店
を
や
っ

て
ま
す
。
な
ど
ご
迷
惑
で
な
け
れ
ば
今
回
の
よ
う

に
記
事
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

　

１
９
７
４
年
（
昭
和
四
十
九
年
）
に
弘
明
寺

校
舎
か
ら
移
転
し
て
、
来
春
で
50
年
を
迎
え
る

事
に
な
る
美
立
橋
校
舎
で
す
が
、
２
０
１
６
年

に
新
校
舎
に
全
面
改
築
を
行
い
、
そ
の
後
、
柔

剣
道
場
・
部
室
棟
の
耐
震
化
工
事
を
終
え
、
移

転
当
時
か
ら
最
後
ま
で
残
っ
た
体
育
館
で
す

が
、
本
年
４
月
か
ら
、
耐
震
改
修
工
事
と
し
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
中
で
、
来
年
の
３
月
中

旬
ま
で
使
用
不
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
は
室
内
競
技
で
あ
る
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
が
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
現
状
は
外
部
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
等
お
を
使
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
の
卒
業
式
に
つ
い
て
も
工
事
完
了

が
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
外
部
の
施
設(

県

立
音
楽
堂
の
予
定)

を
利
用
し
て
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
工
事
完
了
に
よ
っ
て
、
美
立
橋
校
舎
の

全
て
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

在
校
生
、
新
た
に
迎
え
る
新
入
生
が
新
し
い
環

境
で
学
生
生
活
を
送
る
事
に
な
り
ま
す
。
ち
な

み
に
、
こ
け
ら
落
と
し
は
、
２
０
２
４
年
度
の

入
学
式
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
澤 

記
）

体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

同
窓
会
の
運
営
は
創
設
以
来
、
会
員
皆
様
の

会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
基
本
財

源
は
、
年
会
費
の
安
定
し
た
収
入
こ
そ
が
会
の

発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
の

状
況
は
、
会
費
収
入
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
厳

し
い
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
報
に
て

改
め
ま
し
て
会
員
皆
様
の
会
費
納
入
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
費
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
２
，
０
０
０
円
、

終
身
会
費
３
０
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
会

費
納
入
さ
れ
た
方
は
、
年
２
回
の
会
報
を
お
届

け
致
し
ま
す
。
会
報
に
は
学
校
の
近
況
、
同
窓

会
の
各
種
行
事
の
報
告
及
び
、
皆
様
の
ク
ラ
ス

会
等
の
紹
介
、
個
人
で
の
活
動
、
趣
味
等
の
寄

稿
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
費
受
領

し
た
確
証
と
し
て
会
報
に
て
氏
名
の
記
載
が
な

さ
れ
ま
す
。

　

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
会
報
誌
に
専
用

振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
振

込
が
お
手
数
な
方
は
、
一
回
で
済
む
終
身
会
費

を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

　

同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
同
窓
生
と
し
て
、
唯

一
の
親
睦
組
織
で
す
。
ま
た
再
来
年
２
０
２
５

年
に
は
、
同
窓
会
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

事
と
な
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
同
窓
会
を
魅
力
あ

る
組
織
と
し
て
、
発
展
さ
せ
次
世
代
へ
繋
げ
て

ゆ
く
事
が
出
来
る
よ
う
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
ご
質
問
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

１００周年記念寄付金決算の訂正

　同窓会報 122 号に掲載した、「100 周年記念寄付
金決算の訂正」内容について、再度以下の通り、訂
正させていただきます。
　皆さまにはご迷惑をおかけし申し訳ございません
でした。昨年度通帳残高を再確認したところ、2,680
円が、100 周年の寄付金ではなく、終身会費であっ
たことが判明しました。このため、当該金額につい
て、100 周年積立金から、終身会費へ振替処理（決
算処理済み）をしていました。
　掲載されていた「寄付金総額」19,834,276 円には、
終身会費「2,680 円」が含まれていた金額が誤って
掲載されていました。母校創立 100 周年の寄付金
は正しくは、19,831,596 円であるため、訂正さ
せていただきます。

同
窓
会
は
会
員
皆
様
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

100周年記念寄付金決算の訂正
平成 29 年 4 月～令和 4 年 9 月

 寄付金総額 19,831,596円
 生徒用ロッカーの寄贈  3,000,000 円

 組み立て式観覧席の寄贈 11,550,880 円

 寄付金の残金額 5,280,716 円


